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伝承の実態に即して

日本口承文護学会の創立から、すでに14年の歳

月を経て、日本における口承文妻の調査は、いよ

いよ厳しい状況におかれており、おのずから何ら

かの対処を迫られているようである。いうまでも

なく、経済の高度成長期を通じて、僻地村落の過

疎化とともに、都市周辺の過密化が進んで‘おり、

口承文言葉の伝承を合めた、民俗文化の全面にわた

る、きわめて急J以な変貌があらわれてきた。そし

て、経済の低成長期に入ると、生活環境の激変に

おどろかされて、民俗文化の価値が見なおされ、

すこしずつ行政上の施策もとられるようになった。

特に地方史などの編纂と結びついて、昔話などの

口承文塞が取りあげられ、改めてその伝承の衰滅

を思いしらされることがすくなくない。

それにつけても、もともとこの学問の宿命とし

て、性急な近代化の動きのなかで、貴重な民俗文

化が失われてゆくという、深刻な危機感につらぬ

かれていたことは忘れられない。かえりみると、

全長大島建彦

終戦の前後の混乱のさなかには、昔話などの採録

の道は絶たれたょっに思われていた。それにもか

かわらず、昭和30年代から40年代にかけて、新し

い研究の気速にささえられながら、 !これに関する

精細な調査が進められて、まことに多大の実績を

おさめてきたことはい 7までもない。そういうわ

けで、現在の緊急の要請にこたえるためには、た

だいたずらに昔話の哀滅をなげくだけではなく、

いっそうひろい範囲の口承文婆について、できる

かぎりその伝承の実態に迫ることが求められるで

あろう。現に関東やその周辺では、地方史や文化

財の報告を通じて、地域ごとに世間話などの整理

が試みられて、それぞれに顕著な成果をあげてい

るといってよい。さしあたり、そのような実地の

調査にたずさわる方々によって、新しい問題の提

起がおこなわれるのは、 日本口承文差是学会の進展

のためにも、もっとも切実に望まれることであろ

70 ， (東京都 新宿区)

199 0年度第 2回研究例会

1990年度第 2回(通算20回)の研究例会はI 91 

年3月16日午後，中央大学駿河台記念館で開催さ

れ、荻原真子，竹原威滋，桜井美紀の三民による

研究報告がなされた。討論の司会は飯豊道男氏が

担当された。以下の報告は、三浦佑之氏と常光徹

氏に記していただいた。

荻原真子氏の発表「神話と英雄叙事詩の間一

アイヌの口承文芸、:frlJ謡『カムイユーカラ』につ

いて」では、アイヌ神話における一人称叙述体の

問題を中心にや1I謡の成立が論じられた。アイヌの

叙事文学が一人称叙述をとるというのは周知のこ

とだが、北方諸民族の表現との関わりを追い続け

る荻原氏の今回の発表は、久保寺逸彦『くアイヌ

叙事詩>ネrjr謡・聖伝の研究』に採録された村謡砕

を分類し、それらが多様なモチーフをもつことを

指摘したうえで、 「動物世界と人間世界との関係

をテーマとする神話」のうち、 w)J物:frl'が自分の失

敗を子孫たちにく遺戒>として語り伝えるものと

神として崇められているいわれをく垂範>として

語るものが村l謡の基本型であったと指摘する。そ

してそれらはシベリアの少数民族において動物昔





[学会の英訳名について w伝え』の第 2号で荒木博之氏から提起された、この問題について、

つくば大会の総会で発言されたお二人に、ご意見を記していただいた。(前ページのかこみ参照)

創立のさいの経緯

小津俊夫

現在の学会の英訳名について、改正の意見が出

ている由で、学会創立当初の委員であったため、

これに関わった一員として、その経緯を書くよう

求められた。

小生の考えでは、この問題は、基本的には学会

名そのものではなく学会の英訳名なので、英語を

使って口承文芸研究に携わっている会員の意見に

よって決められればよい、ということである。

問題になっているのは、わが学会名である「口

承文芸Jが、英語で何と表現すれば最も正確であ

るか、という点にあるようである。それこそ正に、

英語を使って口承文芸研究に携わっている会員の

意見でことばを選べばよいことだが、小生の経験

を記せば次の通りである。

1966年、西ドイツ・ゲッテインゲンの民俗学研

究所に、 Enzyklopadiedes 陥rchensの編集のた

め半年rm滞在した折、 KurtRanlくe教授から Inter-

national Society for Folk-Narrative Research 

のことを教えてもらった。その時、ランケ氏は、

rFolk-Narrativeということばは、人によってい

ろいろに使うので、この議論を始めたら切りがな

いが、我々は広く口伝えされた文芸全般を指すこ

とばとして使っている。したがって、この学会で

は伝説もバラードも神話との境界にあるような口

伝えも扱っている」と説明してくれた。現に学会

の発表を見て も、それらがふくまれている。

日本口承文芸学会の創立に当って、英訳名を考

えなければならなくなったとき、小生はランケ氏

のその説明を思いだし、広い意味でのそのことば

を提案し、当時の委員から支持され、総会でも支

持されたのである。

しかし、創立以来10年以上を経たし、英語関係

の会員がより適切と思われる表現があるならば、

改正するのがよいと思う o

むしろ大切なことは、英語などの外国語で研究

を発表するこ をなのだ、と小生は考えている。こ

れを機会に、学会誌iに欧文の論文を採用すること

を提案したい。(川崎市)

一つの提案

竹原威滋

今、学会名の英訳をめぐって論議を呼んでいる。

そもそもの発端は、著名な国際学会である Inter-

national Society for Folk-Narrative Research 

に準じて、わが学会の英語名をSocietyfor Polk-

Narrative Research of Japanとしたことにある。

なるほど、この英語名の略称、 SFNRJを見ただけで

も、 世界の研究者は、国際学会 ISPNRの連想、か

ら「ああ、これは Folk-Narrativeの日本の学会

だな」とすぐに納得するであろうから、実に賢明

な命名であった。しかしながら、むしろ国内の会

員のなかから、疑義がさしはさまれた。それはな

ぜなのか?

すでに『伝え』の 2号で荒木博之氏が述べてい

るように、 narrativeというと storyとか tale

とほぼ同義語であるから、 folk-narrativeには

民謡とか諺などが含まれないからだろう。わが学

会は創立当初より説話と歌誌の研究者が参加lして

おり、研究発表や学会誌の編集においても、いつ

も両ジャンルのバランスに配慮してきたので、主

として説話を扱う国際学会 ISFNRとは、この点で

事情が異なるわけである。

さて、それではどうするか? folk-literature 

とすれば、民衆本などが合3れるし、 folkloreや

oral traditionsとすると、文芸以外のものも含

まれるであろう。それに隣接する学会(たとえば

民俗学会、説話・伝承学会、昔話学会)の英訳名

とまぎらわしい用語は避けるべきである。

そこで、ずばり oralliterature を採用して

はいかがだろう。これだと、柳田国男がフランス

のポール・セビヨの言う litteratureorale に

「口承文芸」をあてたゆえんの言葉であり、もち

ろん昔話・伝説・民訴・謎・唱え言などを合んで

いる。最近、この矛盾をはらんだ oral Iitera-

tureという用語が、英語圏でも書名などにも用い

られてきており、市民権を得つつあるようだ。そ

こで学会名として、慣用的な表現を考慮して次の

英訳を提案したし'0The Japan Society for Oral 

Literature Sludies_ (大阪市)
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'so r文字と語I)Jシンポジウムに参加して 酒井正子

第14回松山大会でのシンポジウムは、終了後さ

らに広がってゆく様々な思いを残した。奄美の歌

文化にとりくむ私としては、レコード学習世代の

歌が、何度歌っても自由な歌掛けにならず、レコ

ードジャケットに記載された 3節程度の歌詞をな

ぞることを発見して以来、録音機器の作用が文字

とパラレルに考えられた(自分の歌を録音して繰

り返し聞き、節まわしを工夫する行為も、文字に

よる推敵を思わせる)0 そして藤井貞和氏の言う

「時計の出現という不可逆的状況と、それにより

失われた“生き生きした時間の流れ"の回復」の比

愉は、とりもなおさず「電気メディアの出現と、

“口頭性 (orali ty :声で発し、 耳で聞くことに

よるイマジネーションの喚起力)"の回復」にお

きかえられる。

'70年代のカセットコーダーの普及は、音情報

を小型化し、 '80年代を通してウォークマンが、そ

の持ち歩き・個人化・コピー化・商品化を日本の

すみずみまで推し進めた。顔と顔を見合わす対面

状況を通しての真正な口頭性と、電気メディアを

介在した二次的(疑似的?)な口頭性がないまぜ

に存在する今日、両者の相互作用を注意深くみて

ゆくことが必要であろう(大衆レベルでの生きた

局面としては、カラオケ、テレビ画面を通しての

語り、上野・原宿の大道芸、口こみネットワーク

一一受贈書リスト

による都市伝説などが、とりあえず思い起こされ

れる)。

民俗音楽も上記の相互作用抜きには存在しない。

舞台化などの新しい局面と同時に、これまで自明

としてきた口承の歌謡の特質も、より具体的に明

らかにされねばならない。それにつけても、桜井

美紀氏の指摘する「うたごころJ 肉声の音の響

きやリズムの原体験は、やはり大きな意味を持っ

と思われる。

20代・ 30代の島I~の歌い手は、レコード・テー

プ学習が大きな比重をしめる。にも均かわらず、

彼らのライフ・ヒストリーに共通す石のは、幼い

ころ身内に歌好きがいて、母の背中で、家庭の中

で、シマウタに身を浸しながら育つ!たという体験

である o こうした口頭性の「原質」が今後どう進

展してゆくか予断を許さないが、民俗文化の深層

的なしぶときも痛感する。

今日の局面ではメディア論も重要であり、一方

では伝統文化の脈絡とは別に、同時代的都市状況

の比較が有効であろう。いずれにしろ川田順造氏

のいう「共通語・文字・二次的口頭性による音戸

の規格化Jはぬぐいがたい現実なのだろう。今を

生きる様々な問題を、今後も学会員の方々と共有

しつつ考えてゆければと思う。('90.6.5記す)

く投稿>京京都 府中市)
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日本口承文芸学会への入会希望者は入会申込書をご請求ください。 入会金1.000円，年会費4.000円。
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日本口承文芸学会事務局 (TEL.03-3945-7483) 振替:東京 8-44834 

The Society for Folk.Narrative Research of ]apan， c/o The Institute for Asian Studies， Toyo 

University， 5-28-20 Hakusan， Bunkyoku， Tokyo，干112，]apan. 

口承文芸に関心のある方を広くご紹介くだ注い
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